
事業実施段階における社会資本整備事業の説明

○道が実施する開発公共事業に関する説明
治⼭事業

令和４年度（2022年度）実績 （⾦額：百万円)

整理
番号

事業名 実施箇所 事業内容 事業⽬的 事業予定期間
全体
事業費

令和４年度
実績事業費
(下段:実績)

令和４年度
事業内容

1-1
パンケルシュベの沢
流⽊防⽌総合対策事業

⼗勝郡浦幌町字福⼭

床固⼯３基
簡易流⽊捕捉⼯４
基
流⽊対策⼯（危険
⽊除去）
本数調整伐
改植（植栽・地
拵）

事業箇所は、1級河川常室川⽀流に位置し、集中豪⾬等により渓流内
に流⽊や不安定⼟砂が堆積していた。
平成28年の台⾵災害により常室川に流⽊が流れ込み下流の浦幌川及
び河⼝域の海岸に被害を与えたことから、不安定⼟砂の移動を防⽌
し渓流の荒廃を防⽌する。
また、既設治⼭施設に流⽊捕捉機能を追加し渓流内の流⽊を抑⽌す
るとともに流⽊被害の恐れがある箇所において森林整備を⾏う。

平成31年度
〜

令和４年度
200

52
(45)

床固⼯１基
簡易流⽊補⾜⼯１
基
流⽊対策⼯
本数調整伐
改植（植栽）

1-2
川上地区
復旧治⼭事業

⼗勝郡浦幌町字炭⼭

⾕⽌⼯（流⽊捕捉
式）１基
⾕⽌⼯３基
流⽊対策⼯（危険
⽊除去）

事業箇所は、１級河川浦幌川⽀流に位置し、渓流内には流⽊や不安
定⼟砂が堆積していた。
平成28年の台⾵災害では１級河川への堆積⼟砂及び流⽊等流⼊の被
害を与えたことから、渓流内の不安定⼟砂の移動を防⽌し渓流の荒
廃を防⽌する。
また、既設治⼭施設に流⽊捕捉機能を追加し、渓流内の流⽊を抑⽌
する。

令和4年度
〜

令和6年度
119

70
(68)

調査設計
⾕⽌⼯（流⽊捕捉
式）１基
⾕⽌⼯１基
流⽊対策⼯（危険
⽊除去）

1-3
仁⽣地区
流域保全総合治⼭事業

⼗勝郡浦幌町字炭⼭

流⽊捕捉⼯ １基
床固⼯ ５基
流⽊対策⼯
本数調整伐
筋⼯

事業箇所は、⽔道施設に流れ込む渓流であり、⼤⾬の都度取⽔⼝に
⼟砂流⼊し、管理者が堆積⼟砂の撤去を実施している。
渓流内の不安定⼟砂の移動を防⽌し渓流の荒廃を防⽌する。
また、流⽊捕捉⼯を設置し渓流内の流⽊を抑⽌するとともに過密化
している林分の森林整備を⾏う。

令和4年度
〜

令和8年度
250

67
(66)

調査設計
流⽊捕捉⼯ １基
流⽊対策⼯

1-4
忠類中当
保安林緊急改良事業

中川郡幕別町忠類中当
改植(植栽)
改植(地拵)

平成28年に発⽣した台⾵7号による強⾵より、⾵倒被害が発⽣し保安
林機能が低下した。保安林機能を早期に回復させるため、改植を実
施し、⽔源かん養機能の増進、国⼟保全機能の向上を図る。

平成30年度
〜

令和4年度
63

22
(22)

改植(植栽)



治⼭事業

令和5年度(2023年度)計画 （⾦額：百万円)
整理
番号

事業名 実施箇所 事業内容 事業⽬的 事業予定期間
全体
事業費

令和５年度
計画事業費

令和５年度
事業内容

2-1
川上地区
復旧治⼭事業

⼗勝郡浦幌町字炭⼭

⾕⽌⼯（流⽊捕捉
式）１基
⾕⽌⼯３基
流⽊対策⼯（危険
⽊除去）

事業箇所は、１級河川浦幌川⽀流に位置し、渓流内には流⽊や不安
定⼟砂が堆積していた。
平成28年の台⾵災害では１級河川への堆積⼟砂及び流⽊等流⼊の被
害を与えたことから、渓流内の不安定⼟砂の移動を防⽌し渓流の荒
廃を防⽌する。
また、既設治⼭施設に流⽊捕捉機能を追加し、渓流内の流⽊を抑⽌
する。

令和4年度
〜

令和6年度
119 23

⾕⽌⼯１基
流⽊対策⼯（危険
⽊除去）

2-2
北の沢
予防治⼭事業

⼗勝郡浦幌町字炭⼭

柵⼯、伏⼯
⾕⽌⼯（流⽊補⾜
式）１基
⾕⽌⼯２基
流⽊対策⼯

事業箇所は、近年の降⾬により渓流内に不安定堆積⼟砂や倒⽊等が
確認されており、今後の降⾬等により拡⼤崩壊、不安定堆積⼟砂の
移動や流⽊被害の発⽣が考えられるため、次期災害の防⽌を図る。

令和5年度
〜

令和8年度
159 50

調査設計
柵⼯、伏⼯
流⽊対策⼯

2-3
仁⽣地区
流域保全総合治⼭事業

⼗勝郡浦幌町字炭⼭

流⽊捕捉⼯ １基
床固⼯ ５基
流⽊対策⼯
本数調整伐
筋⼯

事業箇所は、⽔道施設に流れ込む渓流であり、⼤⾬の都度取⽔⼝に
⼟砂流⼊し、管理者が堆積⼟砂の撤去を実施している。
渓流内の不安定⼟砂の移動を防⽌し渓流の荒廃を防⽌する。
また、流⽊捕捉⼯を設置し渓流内の流⽊を抑⽌するとともに過密化
している林分の森林整備を⾏う。

令和4年度
〜

令和8年度
250 60

調査設計
床固⼯１基
流⽊対策⼯
本数調整伐
筋⼯

2-4
厚内
保安林総合改良事業

⼗勝郡浦幌町字厚内
改植(植栽)
改植(地拵)
丸太柵⼯

平成28年に発⽣した台⾵7号による強⾵より、⾵倒被害が発⽣し保安
林機能が低下した。保安林機能を早期に回復させるため、改植を実
施し、⽔源かん養機能の増進、国⼟保全機能の向上を図る。

令和5年度
〜

令和6年度
43 29

改植(地拵)
丸太柵⼯


